レース講評　「同点になった場合の順位の決定の方法」を中心に

第４回O.Y.C.CUPレース委員長（おねぼう王子）　宮口俊之

先日のレースは楽しんでいただけましたでしょうか？レース委員会と致しましては若干の不手際もあり、DNS艇が出てしまいました事、参加者・主催者の皆さんに改めておわび申し上げます。次回以降は、スタートライン解消時間を１５分に延長し、急な微風にもなるべく対応出来るようにしたいと思います。今後も充実した楽しいレースの運営を目指したいと思いますのでよろしくお願いいたします。

①続けてレースを行う場合の若干のご注意

今回のように、時間の限られた中で続けてレースを行う場合、各レース終了後・マーク打ち替え後即「予告信号」（今回はOYC旗）が揚がります。フィニッシュした艇につきましてはあまり離れずに（フィニッシュしてくる艇の邪魔にならないように）居られる事が肝要かと思います。

この場合目安といたしまして、O．Y．C．CUPを始め、RRSを使用するレースでは、本部艇では、コースが確定（各マークを打ち終え準備完了できた）したタイミングで、「オレンジ旗」を掲揚いたします。「オレンジ旗」が揚がったら、参加艇の方は「おっ、そろそろやりよんな‥」と心の準備をされると良いかと思います。

※帆走指示書で「スタート」（O．Y．C．CUPでは、帆走指示書12）の項に記載されています。読み落とされないようにご注意ください。

※「それは知っとるけど、OYCの旗＝予告信号もオレンジやから見辛いやんけ」と思われる方も居られるかと思います。同感です（苦笑）　次回からは「オレンジ色」を「ピンク色」の旗等に変更するかもしれません。（OYCの旗を変えてもらうわけにはいきませんので‥苦笑）この場合も帆走指示書に記載いたしますのでご注意ください。
②さて本題の　「同点になった場合の順位の決定の方法」です。

今回は２レース実施でしたので、「同点の艇」が多くでました。

多くの方にご質問をいただきましたので、「同点になった場合の順位の決定方法」について若干説明をさせていただきます。

「先ず各レースでの順位のつけ方」と混同しないようにお願い申し上げます。

各レースでは、「艇の所要時間×レーティング」で「修正時間」を求めます。その修正時間の少ない艇が上位になります。もし修正時間が同じ場合は、帆走指示書２１に記載されているとおり「レーティングの小さい艇」が上位となるという、真にミニトン協会といたしましても大歓迎の決定方法です。（苦笑）

今回ご説明申し上げるのは「同点になった場合‥」です。えーっと具体的に申し上げたほうがわかりよいですね。

総合（A/B共通）順位
	
	第１レース
	第2レース
	合計
	順位

	ハッスルK
	２位
	３位
	５点
	２位

	こびっち
	５位
	１位
	６点
	３位


Bクラス順位

	
	第１レース
	第2レース
	合計
	順位

	ハッスルK
	１位
	２位
	３点
	２位

	こびっち
	２位
	１位
	３点
	１位


上の例で「総合順位」は合計の低いハッスルKさんが上位ですから全く問題はありませんね。

しかし「Bクラス順位」ではどのようにして、同点である２艇に順位をつけたかが問題です。

同点の場合の順位の付け方は、ルールブックの附則A８（後ろのほうです）に従いました。

（ルールブックでは「タイの解消」てなめんどくさい項目になっています。）

簡単に申し上げますと‥

原則①各艇のそれぞれのレースでの順位を良い方からならべ、各艇の良い順位から順に比べる。（一番良い順位同士・２番目に良い順位同士‥てな具合に比べると言うことです。）

原則②（原則①でも同等なら）最終レースで上位を獲得した方を上位とする。　というものです。

これで上の例をみてみますと、こびっちさんもハッスルKさんも、１位が一番良いものですから、これでは順位を決められません。その次に良い成績が、これまた２位同士ですから、ここでも順位はつけられないことになります。

そこで「原則②」が登場します。今回の場合「最終レース」は第２Rですから、この順位がこびっちさんが１位、ハッスルKさんが２位です。よってこびっちさんが１位となったわけです。

たいていのレースはこのような方法で同点になった場合の順位をつけていきます。また「クラブレースなどの年間の総合順位の決定」などの時、ご参考いただくと良いかと思います。

ただし、帆走指示書でこの方法によらず順位を付けることを記載されている場合もあります。（たとえば「附則A8を使わない」とか「附則A8を使わず、同順位とする」などの記載です。）その場合にはご注意ください。

※「そんなこと帆走指示書にもかいてなかったやんけ」というご不満も有るかと思います。「なんも書いてない場合はRRS　附則Aはつかうんや」と開き直るつもりもございませんが、「一般にそうなっております。ごめんなさい」と申し上げるまでです。(苦笑)

次回からは帆走指示書に、「タイ（同順位）のとき方」という項を設け上記のような内容を記載いたします。今回わかりにくくてごめんなさい。

というわけでご理解いただいたでしょうか？理解できたかどうか確認したい方は以下の事例（今回のレースでの実際の例です。）での「練習問題」にチャレンジしてみてください(笑)

【練習問題】　　

次の各艇の順位は19位～23位のいずれかです。　RRS規則（附則A）にしたがって順位を定めなさい。

	
	第１レース
	第2レース
	合計
	順位

	A艇
	20位
	16位
	36点
	？

	B艇
	17位
	19位
	36点
	？

	C艇
	16位
	20位
	36点
	？

	D艇
	22位
	14位
	36点
	？

	E艇
	19位
	17位
	36点
	？


　　　　　　　　　

【考え方】

　先ず原則①でD艇の１９位が決まります。AとCはどちらかが20位・21位です。B・Eはどちらかが22位・23位です。（原則①ではここまでしか決まりません。）

次に原則②を用いて判断しますと、AとCでは、Aが第２Rが１６位、Cは20位ですから、Aが上位となります。同じように、Bは第２Rが１９位、Eは17位ですので、Eが上位となります。

【正解】

　D艇１９位　A艇２０位　C艇２１位　B艇２２位　E艇２３位

なんでや～？











